
活動内容と成果
●�地域の豊富な人材を募り、里山見守り隊を結成｡林
業家、農業従事者等専門分野のリーダーを中心に
作業を決め、月1回のペースで活動できた
●�耕作放棄地活用の一環として、持ち主の承諾を得
て里山見守り隊基地を作った
●�里山見守り隊基地周辺において里山あそびイベン
トを開催し、若い親子を招き、里山保全、生物多様
性の啓発を行った
●�持ち主の承諾の取れた耕作放棄地から順にモデル
農園作りを行い、約50aの麦の作付けを行った

活動内容と成果
豪雨によって生息地から流出したオオサンショウウ
オの個体群が再び元いた清流域に戻れるよう、遡上
スロープづくりについて調査・検討を行うとともに、
温泉街を流れる生息河川において人工巣穴の5基の
設置を行うなど、生息環境の保全再生を進めた。さら
に、美しい清流の環境が連続する下和川「長とろ」を
活動拠点として整備し、河川水辺を活用した自然体
験型環境学習会を開催し、オオサンショウウオ保護
や清流環境保全についての市民・住民の関心を高め
ながら、オオサンショウウオの生息・繁殖できる川
づくりを進めることができた。

課　題
当地区は平成30年西日本豪雨で被災。被害拡大の要
因に耕作放棄地が挙げられる｡遅々として進まない
復興活動に住民から不安の声があがり里山保全への
意識が高まっている｡

目　標
支流域単位で里山見守り隊を結成し、住民による里
山保全を行う。耕作放棄地削減の取組み､環境保全､
生物多様性の啓発を行い、持続可能な里山保全モデ
ルを構築する｡

課　題
オオサンショウウオの個体群が豪雨の度に流され、
元の生息域に戻れないことに加え、以前の生息域も
河川工事などによって環境が改変されており、生息
個体数の減少が進行。

目　標
豪雨により流されたオオサンショウウオの個体群の
保護をはかるとともに、生息地となる清流環境の保
全と再生を進めることで、オオサンショウウオの永
続的保護をはかる。

（特非）　どんぐり王国

晴れの国野生生物研究会

流域単位の里山保全と体制づくり

オオサンショウウオの暮らす清流を守ろう！
自然体験のフィールドづくりからはじめる水と緑の回廊の再生

被災後放置されていた倒木の撤去作業

オオサンショウウオ人工巣穴の設置作業

沢から撤去した倒木でシンボルの
ゲート作り

オオサンショウウオ生息地での
環境学習会
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里山見守り隊参加者 186 人

啓発活動としての
調査会・観察会の開催19 回（日）

耕作放棄地における
モデル農園の整備 50 a

活動の拠点となる
フィールドづくり 2 か所

今年度計画の達成度 100 ％

今年度計画の達成度 70 ％

目標達成度 50 ％
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苦労した点と工夫した点
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■苦労した点
月日の経過とともに、少しずつ薄れ
ていく被災体験と防災意識の中で活
動を活発化することには苦労した。

■工夫した点
里山保全だよりを毎月発行し、活動
内容の周知に努め、誰でも参加でき
る「見守り隊」をアピールした。

■苦労した点
下流域から外来種のチュウゴクオオ
サンショウウオが侵入する可能性が
あると、岡山県から遡上スロープ設
置の延期を要請された。

■工夫した点
チュウゴクオオサンショウウオの生
息有無についてのDNA調査を実施
するとともに、遡上スロープに代え
て人工巣穴を設置。

耕作放棄地となる要因は農業の収益性と耕作地に機械が入らないということが大
きい。圃場進入路の拡大をし、モデル農園を中心に無農薬有機栽培の生産とその販
売ルートを作り、持続可能な活動の基盤を作りたい。

下和川「長とろ」における活動拠点の整備とあわせて、遡上スロープづくりや人工
巣穴の設置を進め、野生状態のオオサンショウウオの生態が観察できるようにし、
生息環境保全についての意識と関心を高める。
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